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Ⅰ.はじめに

　白梅学園大学・短期大学（以下、本学）は、ヒ

ューマニズムの精神を建学の理念としており、学

生の多くが保育・幼児教育・児童教育・心理・福

祉などの学びを基盤とした対人援助の専門的研究

を行っている。分野によって、人文科学から自然

科学まで、多様多彩な研究方法が教授される。特

に実践科学と言われる対人援助に関する研究にお

いては、事例研究や現象学的アプローチに代表さ

れる質的研究手法と事象の関連を検証するための

量的研究手法などを用いることが多い。

　本稿では、事象間の関連を探索する量的研究

方法を研究に取り入れるための探索的因子分析

演習を行う場合の、WEBアンケート（質問紙）

調査５）（Ⅱ－１）にて解説）を作成し、Social 

Networking Service（以下、SNS）を用いてデー

タを収集し、IBM SPSS Statistics for Windows 

19（以下，SPSS）にて因子分析を行う事例過程

を紹介する。その上で、そこから明らかになった

効果と限界について検討する。

Ⅱ.方法

1）WEBアンケートの作成

　ここでは、Google社が提供しているGoogleドラ

イブアンケート作成ツールを用いたWEBアンケ

ートを使用する。（図１、図２）

図２　ＷＥＢアンケートフォーム画面例

2）SNSを用いた調査

１）で作成したアンケートを知り合いにメー

ルで送信したり、Mixi、Twitter、Facebook、

Google＋などのSNSにアップロードして、有志

に回答を求める。

3）データ入力

Googleドライブでは、回答を送信すると個別に

入力せずに、自動的に集計表に反映させる。

4）分析方法

SPSSを用いた二元配置分散分析および因子分

析を行う。（図3）因子分析には、主因子法では

なく、モデルの簡便な主成分分析の計算を行う。

図３　IBM SPSS for Windows 19 因子抽出のダイアロ
グボックス

図Ⅰ　Googleドライブが提供するアンケート作成ツール
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Ⅲ.結果

　回答者の属性と回答を求めた内容の概要を図４

に示す。本事例は、演習のためのトライアルとし

て行ったもので、筆者の閉鎖的にアップしたSNS

を用いた23名のみの少数サンプルに、色・スポー

ツ・国・音楽の嗜好について５件法で回答を求め

たものである。

　図５～８は、それぞれの設問の学生と社会人の

５件法による二元配置分散分析結果を示した。

図４　アンケート結果（総括）

図５　スポーツ（二元配置分散分析）

図６　色（二元配置分散分析）

図７　音楽（二元配置分散分析）

図８　国（二元配置分散分析）

　表１に、これらの探索的因子分析結果をまとめ

た。実際には，モデルの簡便な主成分分析の計算

を行った。第１因子に見られる傾向は、どこかに

行きたい人は、どこへでも行きたいというアクテ

ィブな傾向がみられた。第２因子に見られる傾向

は、水泳や体操が好きな人は、濃い色が嫌いとい

う淡白な傾向がみられた。しかし、いずれも有意

な関連を示すものではなかった。

　また、サンプルを学生と社会人で二分したが、

いずれも20代中心の若者であり、差は見られなか

った。

表１　主成分分析（成分行列）

成分行列（a）
 成分

1 2 3 4 5
アメリカ 0.838     
インド 0.748     
イタリア 0.720  0.425   
フランス 0.709  0.558   



12

インドネ 0.642     
韓国 0.599     
ブラジル 0.591     
イギリス 0.570  0.445   
黄色 0.568  0.531   
テニス 0.520 0.510    
白 0.488  0.435   
陸上 0.436     
JPOP  -0.753    
水泳  0.714    
緑  -0.693    
黒  -0.666    
赤  -0.578    
民族音楽  0.560   0.407
体操  0.546    
HIPHOP  -0.528   0.506
紫  0.517    
卓球 0.443 0.467    
青      
ピンク   0.652   
オレンジ   0.632   
中国   -0.598   
RB 0.471  -0.519   
洋ロック    0.659  
和ロック  -0.426 -0.448 0.641  
ジャス -0.510   0.601  
オースト 0.586   0.596  
OCCUP    -0.535  
演歌 -0.432   0.496  
野球    0.492  
クラシッ    0.485  
バレー      
金色 0.429    0.690
サッカー     -0.623
ゴルフ   0.558  -0.567
ラグビー     -0.497
KPOP     0.493
因子抽出法: 主成分分析 ±0.5以上表記
a. 5 個の成分が抽出されました

Ⅳ.考察

1）因子分析演習の効果と限界

　因子分析とは、与えられた多くの変数間に相関

が見られる場合、これらの変数間に内在する因子

を探ることを目的とする多変量解析の手法であ 

る１）。今回は、この手法を具体的に演習する場面

を想定した。因子分析の手法は多岐に渡る。ここ

では、統計手法そのものについての学習を目的と

していないため、できるだけ簡便な方法をとして、

主成分分析を選択した。本来、このような統計手

法の演習を行う際には、事前に量的研究方法の基

礎ならびに統計的探索方法の基礎を学んでいる必

要がある。

　探索的因子分析を演習する際、指導者が適切な

データを提供して、それを用いた解析を試みると

いう方法をとることが多い。今回のトライアルは、

学生個々の興味関心に基づいて、実際に自身でデ

ータを集めて、その因子間の関連を探索すること

で、学生が結果の探索を主体的に完遂することが

できるのではないかと考えて実施した。

　実際に学生が実施した例を挙げると、現サッカ

ー日本代表の顔写真を列挙して、サッカーを知っ

ている者と知らない者の２群に分け、顔写真から

その選手が守備または攻撃のいずれの役割の選手

だと思うかという回答を求め、結果をまとめたり、

酒の種類と食事の嗜好を列挙し、それらの関連を

探索したものなども見られた。

　このように、実際の解析の演習は、個々の興味

関心のある事象について実施することで、実施者

はその調査に結果を求めて興味関心を持続して行

い、その後の研究活動に役に立つ演習となるので

はないかと考えられる。

　本学では、SPSSを量的データの解析に使用し、

教授している。探索的因子分析を適用する上での

注意点として、①因子分析にかける変数の選択、

それにみあったサンプル（データ）の選択②研究

の目的から判断して、因子分析の利用は適切か③

適用すべき因子分析法の選択④抽出すべき因子数

の決定⑤解釈しやすい因子を得るための回転法

の選択が必要である６）と言われている。しかし、

今回の演習方法は、これらを充足するものではな

く、単に手を動かし、自身で作成し、集計結果を

解析するという手技自体の演習にとどまるもので

ある。
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2）WEBアンケートの活用と限界

　今回紹介したものは、Googleドライブのフォー

ム作成ツールを用いたアンケートであったが、こ

れ以外にもアンケート作成ツールはインターネッ

ト上で多数公開されている。インターネット上で

ショッピングをしたり、ホテルを予約したり、旅

行を予約したりするといった双方向のやりとりを

行うと、サービス向上目的としたフォローアップ、

フィードバックアンケートが送信されてくること

も多くなった。

　近年の急激なスマートフォンの普及で、こうし

たインターネット上のやりとりをスマートフォン

という手元で容易に操作できるようになり、アン

ケートの回収速度や集計が簡便になっている。

 しかし、こうしたアンケートは、インターネッ

トを活用している人々のみが対象となっていると

いう点に注意を払う必要がある。研究の目的から

どのような対象に回答を求めるべきか、どのよう

なサンプリングをするべきか計画しなくてはなら

ない。つまり、ターゲットサンプルがインターネ

ットやスマートフォンを活用している特定の層で

ある場合のみ有効な手段となる。

　また、提供された情報の守秘義務や保管、情報

の流出予防などきめ細かな倫理的配慮も求められ

る。WEBアンケートのセキュリティ強化につい

ても逐次，調査研究が進行している７）。

　演習としてのWEBアンケートの活用は、オン

ライン上で学生個々が作成することができ、回答

も即時に短時間に集計が可能である。また、既存

のデータで分析演習を行うのみより、何をどのよ

うに変数化するかなど、学生が主体的に演習でき

ることは利点であるといえる。

3）SNSの活用と限界

　SNSを用いてアンケートを回収する場合、ア

ップロードする先が、全世界に公開している

Twitterでリツイート、Facebookでシェアといっ

た方法で拡散すると、回収データのターゲットは

予測不能となる。ターゲットサンプルは、必然的

にそうしたSNS活用者であることが前提となる。

　こうした拡散によるサンプルはどのように回収

されてくるかについて確証はない。著名人やフォ

ロワーの多い人々が拡散に協力する場合とそうで

ない場合でも回収数は大きく変動することが推測

される。因子分析を行う上では、ターゲットが不

確かになることは研究自体の質を低下させること

になる。

　一定の条件で、限定した公開をしたり、個別に

メールで回答を求めれば、郵送法同様に、対象が

特定される。郵送法の場合は、回収時に無記名で

あれば特定できないようにすることが可能であ

る。

　したがって、SNSを用いてアンケートを行う場

合は、今回紹介したようなアンケートの画面にリ

ンクを張り、誰が回答したのかわからないように

匿名性を担保することが望ましい。同時に、研究

のターゲットサンプルがインターネットやスマー

トフォンそして、SNS活用者である場合のみ有効

な手段といえる。

4）事例演習結果について

　今回紹介した演習事例は、その結果を考察する

ことが目的ではないため、ここでは、その分析結

果の考察は省略した。

Ⅴ.おわりに

　インターネット環境の急激な進歩とスマートフ

ォンなどの端末の急激な進歩は、調査の方法にも

大きな変化をもたらしている。解析方法を演習す

るためのデータを収集することも簡便になった。

解析方法を演習して量的研究に役立てるには、そ

の方法を正しく理解し、興味を持って演習から取

り組んでいくことが、持続的な研究意欲をもたら

すことに大いに貢献すると考えられる。

　今後も、とどまることなく進化していく情報通

信技術に、常に注意を払い、本学は、学生ととも

によりよい研究活動の演習を行い、研究的視座を

もつ対人援助職の養成を行っていく。
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